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昭千Π42年度
歳入歳 出予算事項別 明細書
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か
で
、
道
路
は
き
わ

な
役
割
を
も

つ
て
お
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老
朽
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し
て
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万
円
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百
七
十
万
円

お
り
ま
す
。
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車
ポ
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八
万
円
、
桂
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万
円
、
十
三
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に
三
万
五
千
円
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国
保
特
別
会
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事
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勘
定
は
一

施
設
勘
定
は

一

（
村
が
負
担
す
る
七
割
の
額
）

は

一
千
六
百
八
万
九
千
円
と
な

り
ま
す
。

こ
の
給
付
費
は

一
世

帯
平
均
で
は
約
二
万
二
千
円
、

ま
た
被
保
険
者

一
人
当
り
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均

1昭 和42年
璧
国民
異
康保
観
特別
亀
計予算

(歳入) (単位千円)

昭和42年度国民健康保険特別会計予算

(歳入)    
診 療 施 設 勘 定

本年度予算額 前年度予算額 比較

款    本年度予算額 前年度予算額

1、 総  務  費1  8.418   8.157

2、 医  業  費   9・ 025   4・ 640

3、 施 設 整 備 費

費

一
金

一
費

款     本年度予算額 l
l、 村  悦    9・ 695千円l

2、 地方交付税 ‐   59.651  1

き
ヽ
ど 讐 登 |卜 創6 1

振ヽ野T轟  「部9 1
5、 国庫支出金    7.204
6、 県支出金    10179
7、 財産収入     100
8、 繰 入 金    6.000
9、 繰 越 金     l
諸 収 入    2.839

ll、 村  債    13.000

3・ 631       4.!

2、 保 険 給 fi費

2、 使用料及手数料    113     90

3、 諸 収 入  3  52△ 22
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昭和42年 4月 15日
０つ 第21号  (2)

相内保育所新築工事7.738千円

教員住宅建設工事2.230千 円

(脇元、十三、太田各一戸)

十三、相内季節保育改装工事2.066千 円 脇元季節保育所改装工事700千 円

宅地造成事業5.72o千 円 (22.548平 方メートル)
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支

払

い

日

は

毎

月

十

日

と

二

十

五

日

市
浦
村
で
は
四
月
か
ら
伝
票
合
計
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
会
計
の
支
払
い
日
を
月
二
回
と
定
め
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
統

一
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。０
そ
の
月
の
十
日
ま
で
請
求
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
月
の
二
十
五
日
が
支
払
い
日
。

②
十
日
以
後

二
十
五
日
ま
で
に
請
求
さ
れ
た
分
に
つ
い

て
は
翌
月
の
十
日
が
支
払
い
日
で
す
。

③
支
払
い
の
当
日
が
休
日
に
あ
た
る
場
合
は
そ
の
習
日

が
支
払
い
日
と
な
り
ま
す
。

０
支
払
い
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
十

一
時
ま
で
午
後

一

時
か
ら
三
時
ま
で
と
し
ま
す
。

尚
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は
四
月
十
日
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の
請
求
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ら
実
施
し
ま
す
。 い
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一下
旬
ご
ろ
に
変
更
に
な
り
ま
し
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は
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岡
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磯
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兼
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磯
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子
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瀬
ヤ

エ
子

（
四

日

市
）

山
田
　
敏
春

（磯
　
　
松
）

目
時
み
つ
ゑ

（
六

カ

所
）

田
中
　
幸
寿

（
北

海

石
岡
優
美
子

（脇

後
藤
　
政
義

（
磯
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磯
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△
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（
　
）
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△
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仙
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仙
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佐
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△
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△
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一
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昭
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愉
渤
岨
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